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社協だより社協だより
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

［
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
功
労
］

　
シ
ル
バ
ー
・
サ
ン
・
ホ
ー
ム

　
　

上
田　

千
恵

［
永
年
勤
続
功
労
］

　
認
定
こ
ど
も
園
　
　
長
浜
保
育
園

　
　

山
本　

ひ
で
子

九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表
彰

［
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
］

　
　

梶　
　
　

務

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

［
社
会
福
祉
事
業
特
別
功
労
者
］

　
　

神
矢　

明
美　
　

石
志　

篤
子

　

［
民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
功
労
者
］

　
　

髙
田
ゆ
う
子　
　

佐
野　

長
久

　
　

山
縣　

文
夫　
　

安
達　

正
實

　
　

長
井　
　

清　
　

坂
本
佐
代
子

　
　

古
谷
世
津
子　
　

竹
谷
佐
百
合

　
　

宮
本
美
惠
子　
　

岩
山　

勝
也

　
　

中
村　

豊
子　
　

草
木
迫
静
香

　
　

川
口　

雅
子

北
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

［
社
会
福
祉
奉
仕
者
（
個
人
）］

　
藍
島
校
区
社
協

　
　

二
見　
　

隆　
　

西
村
ま
ゆ
み

　
　

磯
部　

光
子　
　

両
羽
八
千
代

　
　

両
羽　

礼
子　
　

山
部
美
枝
子

　
　

田
中　

律
子　
　

浜
崎　

春
子

　
　

浦
野　

安
子　
　

上
村
智
奈
美

　

　
到
津
校
区
社
協

　
　

入
口　

素
直　
　

山
本　
　

浩

　
　

重
永　

修
身　
　

畑
間　

新
一

　
　

江
田　
　

勲　
　

塚
崎
伊
佐
男

　
　

矢
野　

光
弘

　
今
町
校
区
社
協

　
　

竹
澤　
　

稔

　
貴
船
校
区
社
協

　
　

藤
本　

英
一

　
中
井
校
区
社
協

　
　

森
元　

淳
也　
　
　

　
中
井
校
区
北
小
倉
社
協

　
　

濱
島　

智
子

［
社
会
福
祉
事
業
施
設
役
職
員
］

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
な
ご
み
の
里

　
　

大
道　

和
久　
　

藤
田
佳
代
子

　
山
田
児
童
館

　
　

進　
　

真
弓　
　

伊
藤　

生
樹

　
到
津
ひ
ま
わ
り
学
園

　
　

中
原　

可
奈

　
到
津
保
育
所

　
　

千
手　

裕
美

　
南
小
倉
児
童
館

　
　

宮
下　

薫

　
シ
ル
バ
ー
・
サ
ン
・
ホ
ー
ム

　
　

田
中　

佑
実　
　

里　
　

寿
子

　
　

岡
田　

京
子

　
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
保
育
園

　
　

吉
川　

文
子　
　

坪
根　

紘
美

　
　

田
中　

有
美　
　

大
庭　

香
代

　
小
倉
北
ふ
れ
あ
い
保
育
所

　
　

橋
本　

早
織　
　

古
川　

美
紀

　
井
堀
保
育
園

　
　

岡
田　

祥
子

　
篠
崎
保
育
園

　
　

則
行　

香
奈　
　

山
本　

麻
衣

　
　

秋
吉
佐
和
子

　
小
倉
み
ど
り
園

　
　

森
田　

秀
人

［
社
会
福
祉
事
業
団
体
役
職
員
］

　
小
倉
中
央
校
区
堺
町
社
協

　
　

野
上　

嗣
之

北
九
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
感
謝
状
贈
呈

［
社
会
福
祉
奉
仕
者
（
個
人
）］

　
中
井
校
区
社
協

　
　

赤
峰
由
美
子　
　

甲
斐　

幸
子

［
社
会
福
祉
奉
仕
者
（
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
25
周
年
特
別
感
謝
）］

　

到
津
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
中
央
校
区
天
神
島
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
中
央
校
区
米
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
中
島
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
富
野
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

新
春
の
新
春
の

　
お
慶
び
を

　
お
慶
び
を

　
　
申
し
上
げ
ま
す

　
　
申
し
上
げ
ま
す

小
倉
北
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
　
長

　  

福 

丸
　
清 

生

北九州市社協の垣迫会長より表彰状を授与される
藍の島校区社協の西村まゆみ様

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

永
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

永
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　　  

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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け
た
ら
よ
い
か
？
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。「
大
き
な
声
で
話
す
」、「
は
き
は
き
話

す
」、「
目
を
見
て
話
す
」
そ
し
て
一
番
大
事
な

「
笑
顔
で
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。
ま

た
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
子

ど
も
の
時
に
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た

か
？
」「
今
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
？
」

「
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」「
何
か

お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
当
日
、
町
内
会
ご
と
に

分
か
れ
て
、
民
生
委
員
や
福
祉
協
力
員
と
一
緒

に
手
づ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
持
っ
て

訪
問
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
訪
問
と
い
う
の

に
「
前
に
も
来
て
く
れ
た
よ
ね
？
」「
背
が
伸

び
た
ね
！
」
な
ど
と
憶
え
て
く
れ
て
い
て
、
ち

ょ
っ
と
び
っ
く
り
で
、
で
も
嬉
し
そ
う
な
お
た

す
け
マ
ン
た
ち
で
し
た
。
終
了
後
、「
高
齢
者

の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞
け
て
よ
か
っ

た
」
と
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
引
率
し

た
大
人
か
ら
も
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
に
は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
訪
問
活
動
に
、

緊
張
し
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
玄
関
で
温

か
く
迎
え
て
く
れ
た
方
々
の
笑
顔
に
緊
張
も
ほ

ぐ
れ
、勉
強
会
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
実
行
し
、

和
や
か
な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

冬
休
み
に
は
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
も
訪
問
し
、

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

高
齢
者
の
こ
と
を
学
び
、
実
際
に
触
れ
合
う

こ
と
で
、
よ
り
優
し
い
心
が
育
っ
て
く
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
活
動
と
は
、
地
域
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
や
福
祉
体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
て
、
福
祉

の
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
活
動
で
す
。

中
井
校
区
北
小
倉
で
は
、
活
動
に
参
加
す
る
子

ど
も
た
ち
を
『
お
た
す
け
マ
ン
』
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
新
た
な
お
た
す
け
マ
ン
が
加
入

し
た
今
年
度
は
、
小
学
生
７
名
、
Ｏ
Ｇ
の
中
高

生
５
名
の
合
わ
せ
て
12
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

６
月
の
勉
強
会
で
は
、
高
齢
者
疑
似
体
験
や

車
い
す
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
見
え
に
く

い
眼
鏡
や
重
り
な
ど
を
身
に
つ
け
て
、
財
布
か

ら
小
銭
を
取
り
出
し
た
り
、
小
さ
な
字
を
読
ん

だ
り
、
高
齢
者
の
身
体
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
の
気
持
ち
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

自
分
た
ち
な
り
に
考
え
、
ど
う
接
す
れ
ば
よ
い

か
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

12
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
ぶ
り
と
な
っ

た
高
齢
者
宅
の
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

事
前
勉
強
会
で
、
訪
問
の
際
に
は
何
に
気
を
つ

年
末
地
域

年
末
地
域

　
交
流
活
動

　
交
流
活
動

～ 
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
活
動
編 

～
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清
水
小
学
校
と
篠
崎

中
学
校
の
花
壇
の
整
備
も

手
伝
っ
て
お
り
、
今
年
は

小
・
中
学
校
と
の
交
流
会

も
開
催
し
ま
し
た
。

10
月
は
、
花
壇
と
プ

ラ
ン
タ
ー
に
、
児
童
・
生

徒
と
一
緒
に
花
植
え
を
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
の
指

導
の
も
と
完
成
し
た
た
く

さ
ん
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、

小
・
中
学
校
の
ほ
か
、
清
水
市
民
セ
ン
タ
ー
に

も
設
置
さ
れ
、地
域
に
彩
り
を
与
え
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
清
水
小
学
校
の
花
壇
で
、
６
月

に
種
ま
き
を
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ダ
イ
コ
ン
を

２
年
生
児
童
と
一
緒
に
収
穫
し
ま
し
た
。日
頃
、

土
を
触
る
機
会
の
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

収
穫
は
貴
重
な
体
験
で
す
。
な
か
な
か
サ
ツ
マ

イ
モ
が
出
て
こ
ず
苦
戦
し
た
り
、
大
き
な
ダ
イ

コ
ン
を
抜
い
て
び
っ
く
り
し
た
り
と
盛
り
上
が

る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
て
、「
可
愛
い
ね

ぇ
」と
自
然
と
大
人
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
掘
っ
た
た
く
さ
ん
の
野
菜
は
お
家
へ

の
お
土
産
。
子
ど
も
た
ち
に
安
心
し
て
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
完
全
無
農
薬
の
新
鮮
な
野
菜
に

地
域
の
方
々
の
優
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
と
お
礼
の
言
葉
は
何
よ
り
の
収
穫

の
よ
う
で
し
た
。

地
域
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
が

い
る
学
校
の
花
壇

を
整
備
し
、
交
流

を
持
つ
こ
と
は
地

域
住
民
に
と
っ
て

や
り
が
い
や
生
き

が
い
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
で

き
た
日
に
な
り
ま

し
た
。

清
水
校
区
の
『
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
』
は
、
70

代
～
80
代
の
参
加
者
が
中
心
の
住
民
主
体
の
サ

ロ
ン
で
す
。
いつ
ま
で
も
元
気
で
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護
予
防
運
動
や
手
芸

な
ど
を
し
た
り
、
地
域

の
絆
を
深
め
る
交
流
の

場
所
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
普
段
は
室
内
で
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
地

域
の
花
壇
を
整
備
し
た

り
、
花
や
作
物
を
育
て

る
活
動
も
し
て
お
り
、

土
づ
く
り
か
ら
、
水
や

り
、
草
む
し
り
な
ど
大

変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
わ
い
わ
い
楽
し
く

作
業
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
住
み
や
す
い

誰
も
が
住
み
や
す
い

　
　

地
域
を
目
指
し
て

　
　

地
域
を
目
指
し
て

～ 

サ
ロ
ン
活
動
編 
～

奮
闘
記

奮
闘
記

小川Co. 工藤Co.

野村Co.

地
域
支
援

地
域
支
援

コ
ー
デ
ィ

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

ネ
ー
タ
ー

子
ど
も
た
ち

子
ど
も
た
ち
とと
楽
し
く
交
流

楽
し
く
交
流
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も
た
く
さ
ん
の
お
米
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。株

式
会
社
小
野
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
は
、

様
々
な
事
情
に
よ
り
納
品
さ
れ
な
か
っ
た
新
品

の
医
療
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
Ｔ
シ

ャ
ツ
な
ど
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
温
か
な
善
意
の
品
々
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
小
倉
北
区
内
の
子
ど
も

食
堂
や
自
立
支
援
団
体
を
は
じ
め
、
介
護
施
設

や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
生
活
困
窮
世
帯

な
ど
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

「
困
っ
て
い
る
人
の
助
け
に
な
り
た
い
」「
誰

か
を
笑
顔
に
す
る
役
に
立
ち
た
い
」。
そ
ん
な

想
い
の
こ
も
っ
た
善
意
の
品
物
が
社
会
福
祉
協

議
会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

区
内
の
あ
る
民
生
委
員
さ
ん
は
、
食
べ
物
を

必
要
と
し
て
い
る
方
や
地
域
の
福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
い
つ
も
ぱ
ん
ぱ
ん
に
詰
め
込
ん

だ
リ
ュ
ッ
ク
や
手
提
げ
袋
を
抱
え
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
窓
口
を
訪
れ
ま
す
。
今
回
も
た
く

さ
ん
の
お
米
や
お
菓
子
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど

を
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
度
、

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
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社
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力

　
　
あ
り
が
と
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ご
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い
ま
す

お揃いのポロシャツに袖を通した
周望学舎グリーンボランティアの会のみなさん

ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
物
品
に

た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す

あったかご寄付のご紹介あったかご寄付のご紹介
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令
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日
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篤
志
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付

村
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Ａ
級
小
倉
劇
場

㈲
秀
文
社
印
刷

一
般
社
団
法
人 

安
田
昭
德
顕
彰
基
金

北
九
州
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

米
町
第
三
町
内
会
・
第
三
組

小
倉
北
区
プ
ル
タ
ブ
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

小
倉
北
区
切
手
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

香
典
返
し
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付
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）

　
澁
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（
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不
同
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）

【
団
体
会
員
】

　
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉

　
城
野
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
北
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

【
個
人
会
員
】

　
小
倉
北
区
民
生
委
員
児
童
委
員
一
同

　
島
田　
直
樹　
上
射
場
恵
美
子

　
北
田　
貴
子　
小
川
み
づ
き

　
池
田
加
代
子　
工
藤　
恵
子

　
志
久　
郁　
　
毛
利　
仁
美

　
松
本　
来　
　
渡
部　
文
華

　
尾
下　
繁　
　
宮
﨑　
和
代

地域活動や健康づくり、趣味に役立つ多彩なコー
スを開設しています。
「何かはじめたい」「まだまだ学びたい」という
アクティブシニアの皆さんをお待ちしています。
研修期間　令和６年４月から１年間
対 象 者　市内在住の 60 歳以上の方

（令和６年４月１日現在）
受 講 料　年間 24,000 円

（半期ごとに分割納入、別途教材費などが必要）
申込期間　１月 15 日（月）〜２月 26 日（月）

問 合 せ　周望学舎　小倉北区新高田２-29-1
　　　　　電話 093-591-2626

　　　　　穴生学舎　八幡西区鉄竜 1-5-1
　　　　　電話 093-645-6688

北九州市立
年長者研修大学校 周

しゅうぼう

望学舎・穴
あ の お

生学舎

研修生募集

←ホームページから
　申込できます。

お米をかかえて「はい！ポーズ！」



第174号【5】令和６年１月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

ひまわりねっと
第 54 号

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

●特技を活かしたボランティア

●地域に根差したボランティア ●収集ボランティア

本年もどうぞよろしくお願いいたします

富野お助け隊 福祉体験学習の補助

日常生活のちょっとしたお手伝いや子どもたちの福祉教育の支援など

切手や
プルタブを
収集します

手話講座 マジック オカリナ演奏

特技を活かしてサロンや敬老会を盛り上げます！

ボランティアのいろいろ紹介✿✿✿ ✿✿✿

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます

　永年にわたり献身的に送迎ボランティアを
続けられた功績により、北九州市社会福祉
協議会会長より表彰状が送られました。

（敬称略・順不同）
「もったいない」を
「ありがとう」へ

　ボランティアウィーク2023で家庭で余っている食べ物
を持ち寄り、それらを必要とする人にお届けする活動を
しました。たくさんの方々からたくさん
の食品を頂きました。

森上　　誠
天賀多津子
石井　宏治
町田　音吉

フードドライブ
ありがとう

ございました！

北九州市社会福祉協議会会長表彰 受賞

おめでとうございます



【6】第174号 令和６年１月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

●匿名　●谷崎久子　●中杉長男　●桑原仁　●村上誠　●井藤加代子　●松林喜久子　●田尻輝夫
●澁谷かつ　●濱崎伸子　●森田一生　●川島章子　●山根八穂子　●恵本康雄　●伊藤昭人　
●宿里圭子　●森戸由美子　●千々和一美　●松本洋　●臼木勝良　●臼木栄子　●山下政枝
●南丘団地第二町内会　●米町第三町内会・第三組
●米町地区民生委員児童委員協議会
●きたきゅう体操ひまわりの会　●エメラルド仲良し会
●第一生命保険㈱九州ブロック　● (福) 薫会
●到津幌製作所　●サンカルナ小倉大手町
●あおぞら美容室　●古城保育園　●Q&エステート㈱
●たけなか歯科医院　●清水建設㈱　●大樹生命保険㈱　
●清水市民センター　●南小倉市民センター　
●教育委員会学校支援部学校保健課（敬称省略・順不同）

福祉有償運送運転協力者研修
参加対象者
　福祉有償運送実施団体の運転協力者となることを希望す
る方等。（但し、第一種運転免許を有し、かつ、その効力
が過去２年以内において停止されていない者であって、免
許取得から３年以上の実車経験がある者）

日　時 福祉車両：令和６年２月 17 日（土）
9：15 ～18：25

セダン型：令和６年 2 月 24 日（土）
9：15 ～11：45

福祉車両：クレカ若松（若松区赤岩町 13-1
ボートレース若松内）

セダン型：ウェルとばた（戸畑区汐井町 1-6）
市内福祉有償運送実施団体登録者（予定者含む）
	 1,000 円
上記以外	 7,000 円
30 名
北九州市社会福祉協議会
ボランティア・市民活動センター
TEL：093 - 881- 6321

会　場

受講料

定　員
問合せ

【次回開催】
日　時	 令和 6 年 2 月 9 日（金）
	 14：00 ～ 16：00
場　所　戸畑区役所 3 階大会議室
	 （戸畑区千防 1-1-1）
問合せ	 北九州市社会福祉協議会
	 ボランティア・市民活動センター
	 T E L  0 9 3 - 8 8 1 - 6 5 0 0

　北九州市社会福祉協議会では、公共交
通機関等を利用して外出することが困難
な高齢者の通院をはじめとする日常的な
外出を支援し、在宅福祉の充実を図るシ
ルバーひまわりサービスを行っています。

シルバーひまわりサービス 運転ボランティア募集！シルバーひまわりサービス 運転ボランティア募集！

　11 月 17 日、「やってみようボランティア活動」
と題して、介護支援ボランティア登録研修会を行
いました。介護支援ボランティア事業とは、65
歳以上の方が介護保険施設等でボランティア活動
を行った場合にポイントを付与し、貯まったポイ
ントを換金又は寄付することができる事業です。
研修では、ボランティア活動の基本と、介護支援
ボランティアの実例を聞きながら事業内容を学び
ました。
　登録には研修会への参加が必要です。

を開催しました
介護支援ボランティア登録研修会介護支援ボランティア登録研修会

ボランティア・市民活動センター
（小倉北区役所 東棟３階）へお持ちください。

ご協力ありがとうご協力ありがとう
ございますございます

いただきました古切手、プルタブは換金し、地域福祉活動を推進するために役立てられています。

使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！

メールスタンプは
収集していません

運転ボランティア
【資格】

•	75 歳以下
•	福祉有償運送運転協力者
	 研修の受講が必要
	（二種免許取得者免除）

ボランティアを希望
される方は体験乗車
をお勧めしていま
す。お気軽にお問い
合わせください！

「ありがとう」と言っていただけ
るのがとても嬉しいです。
大変なことは特にありません。
病気をして休んでいましたが、
このボランティアに復帰できて
良かったです！  
　　　　　       吉村一豊

いつもおしゃれな吉村さん


	03

